
　

平
成
25
年
度
も
、
主
要
一
般
財 

源
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
、
依
然 

と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
で
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
部
管
理
経
費

の
徹
底
し
た
抑
制
を
図
る
な
ど
、

行
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
一

方
で
、
本
市
の
将
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
▼

防
災
・
減
災
対
策
▼
未
来
を
担
う

子
ど
も
の
育
成
▼
都
市
活
力
の
創

出
や
地
域
の
活
性
化

ー
を
三
つ

の
重
点
分
野
と
位
置
づ
け
、
実
効

性
の
あ
る
施
策
を
中
心
に
必
要
な

予
算
額
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
経
済
情
勢
か
ら

国
の
経
済
対
策
と
歩
調
を
合
わ
せ

前
年
度
３
月
補
正
予
算
で
生
活
道

路
の
整
備
と
い
っ
た
身
近
な
公
共

事
業
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に

平
成
25
年
度
予
算
で
も
建
設
事
業 

費
は
、前
年
度(

６
月
補
正
後)

以 

上
の
予
算
額
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

額
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
１
・
１
％

増
の
９
３
５
億
7
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
支
調
整
に

よ
る
実
質
的
な
基
金
繰
入
額
は
前

年
度
並
の
14
億
円
に
抑
え
、
基
金

に
依
存
し
な
い
財
政
構
造
へ
の
転

換
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
税
収
入
は
、
個
人
市
民
税
や 

た
ば
こ
税
の
増
収
を
見
込
み
、
前 

年
度
に
比
べ
０
・
５
％
増
の
３
９ 

８
億
６
５
０
7
万
円
、
地
方
交
付 

税
は
国
の
交
付
総
額
な
ど
を
踏
ま

え
て
１
・
8
％
増
の
88
億
５
９
０ 

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
は
、
市
営
住
宅
の

耐
震
改
修
事
業
費
な
ど
に
伴
う
土

木
債
が
増
加
し
た
も
の
の
、
国
の

地
方
財
政
対
策
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債
の
減
少
な
ど
に
よ
り
１
・

８
％
減
の
１
０
９
億
２
２
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
、
長
期
債
元
金 

償
還
金
な
ど
の
公
債
費
が
減
少
し 

た
も
の
の
、
生
活
保
護
費
な
ど
の 

扶
助
費
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度 

に
比
べ
１
・
０
％
増
の
５
５
３
億 

２
６
９
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、

公
共
施
設
の
耐
震
改
修
事
業
費
な

ど
の
増
加
に
伴
い
、
８
・
０
％
増

の
87
億
7
６
０
２
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
「
心
お
ど
る
水
都
・
と
く
し 

ま
」
の
発
信
▼
徳
島
ひ
ょ
う
た
ん

島
博
覧
会
の
開
催
▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
魅

せ
る
ま
ち
・
と
く
し
ま
の
推
進
▼

眉
山
魅
力
ア
ッ
プ
計
画
の
策
定
▼

健
や
か
新
鮮
ブ

ラ
ン
ド
産
地
づ

く
り
の
展
開
▼

ひ
ょ
う
た
ん
島
川
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
推
進
▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
支
援
▼
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
▼
徳
島
和
歌
山
航
路
の

利
用
促
進
▼
学
校
施
設
の
整
備
・

充
実

ー
な
ど

▼
一
時
預
か
り
の
充
実
▼
産
前
・

産
後
家
事
育
児
の
支
援
▼
乳
幼
児

等
医
療
費
の
助
成
▼
障
害
児
保
育

の
推
進
▼
地
震
・
津
波
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
▼
津
波
避
難
施
設
の
整

備
▼
自
主
防
災
組
織
の
充
実
・
活

性
化
▼
災
害
用
備
蓄
物
資
の
整
備

▼
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
整
備

▼
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ
フ

ォ
ー
ム
の
支
援
▼
公
共
施
設
の
耐

震
対
策
▼
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設

▼
葬
斎
場
の
改
修

ー
な
ど

▼
昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
▼
協
働
制
度
の
策
定
▼
行

財
政
健
全
化
の
推
進
▼
さ
わ
や
か

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
▼
コ
ン
ビ

ニ
収
納
の
拡
大

ー
な
ど
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258,558人
122,663人
135,895人
114,959世帯
191.68km2

（−18）
（−3）

（−15）
（＋19）

人口
男
女

世帯数
面積

平成25年3月1日現在（前月比）

　

徳
島
市
の
平
成
25
年
度
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。
第
２
期
行
財
政
健
全
化
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
本
年
度

は
、
計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
達
成
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
施
策
の
一
層
の
選
択
と
集
中
を
図
る
こ
と
で 

財
源
を
確
保
し
、
第
４
次
徳
島
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
「
心
お
ど
る
水
都
・
と
く
し
ま
」
の
実
現
に
向
け

た
施
策
に
対
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

健
全
化
の
取
り
組
み
と

三
つ
の
重
点
分
野
の
推
進

主
要
施
策
の
概
要

将来への期待と幸せを実感できる
魅力あるまちづくりに取り組みます

徳島市長　原　秀樹
　本市では、社会情勢がめまぐるし
く変化する中でも柔軟に対応できる
よう、着実に行財政の健全化を進め
つつ、持続的な発展につながる各種
施策の推進に取り組んでいます。

　新年度予算では、巨大地震などの災害から市民の
皆さまの生命や財産を守る防災・減災対策をはじ
め、安心して元気な子どもを産み育てることができ
る環境の整備、眉山や徳島駅周辺を中心とした市中
心部のにぎわいづくりや都市機能のさらなる充実・
強化など、本市の将来を見据え、それを具体的な形
にするための施策に財源を優先して配分しました。
　市民の皆さまが「このまちに住んでよかった」と 
実感できるような全国に誇れる徳島づくりに、これ
からも全力で取り組んでまいりますので、ご理解とご
協力をお願いします。

平
成
25
年
度
予
算
が
決
定

一般会計予算
９３５億７000万円［対前年度比1.1％増］

　※前年度は市長選挙後に６月補正予算で新しい施策などを 
　　追加したため、６月補正後の予算と比較しています。

歳
　
　
入

歳
　
　
出

「
元
気
と
く
し
ま
」の
実
現

「
安
心
と
く
し
ま
」の
実
現

「
信
頼
と
く
し
ま
」の
実
現

▲重点的に整備を進めているひょうたん島周辺

特別・企業会計予算
824億4756万円［対前年度比0.1％増］

特
別
会
計

国民健康保険事業 278億9558万円 ［1.2%］
食肉センター事業 3億4204万円 ［▲ 28.4%］
下水道事業 71億3401万円 ［3.4%］
奨学事業 1918万円 ［5.6%］
土地取得事業 10億2869万円 ［▲ 29.9%］
住宅新築資金等貸付事業 1805万円 ［▲ 59.9%］
介護保険事業 221億5846万円 ［3.6%］
後期高齢者医療事業 29億8350万円 ［▲ 0.4%］

企
業
会
計

中央卸売市場事業 6億6792万円 ［▲ 0.7%］
商業観光施設事業 3億8039万円 ［70.7%］
土地造成事業 2億6704万円 ［0.5%］
水道事業 78億3643万円 ［▲ 4.2%］
旅客自動車運送事業 10億44万円 ［▲ 4.1%］
市民病院事業 107億1583万円 ［▲ 3.7%］

　　
　
義
　
務
　
的
　
経
　

費

市税
398億6507万円
(42.6%)
【0.5%】

人件費
192億4375万円
(20.6%)【0.0%】

扶助費

公債費

投資的経費

災害復旧事業費
3000万円(0.0%)

普通建設
事業費

物件費

繰出金

補助費等

267億7774万円
(28.6%)
【4.7%】

国庫支出金
市債

地方交付税

県支出金
地方消費税交付金

171億7787万円
(18.4%)
【7.4%】

歳入
935億7000万円

歳出
935億7000万円

109億220万円
(11.7%)【▲1.8%】

88億602万円(9.4%)【8.0%】 93億546万円(9.9%)【▲6.6%】

87億7602万円
(9.4%)【8.0%】

103億5479万円
(11.1%)【1.3%】

90億1579万円
(9.6%)【1.1%】

74億1577万円
(7.9%)【▲3.8%】

(59.1%)【1.0%】
553億2695万円

88億5900万円
(9.5%)【1.8%】

59億3274万円
(6.3%)【▲4.2%】

28億2400万円
(3.0%)【▲1.7%】

諸収入
19億7595万円
(2.1%)【6.0%】

使用料及び手数料
16億1678万円
(1.7%)【▲1.5%】 繰入金15億6133万円

(1.7%)【0.4%】

（　）は構成比【　】は対前年度伸び率

その他
28億5506万円

(3.0%)【▲2.3%】

その他
26億5068万円(2.9%)【▲3.6%】

国庫支出金・県支出金=市が行う事業に対する国や県からの
　　　　　　　　　　負担金や補助金
諸収入=預金利子や延滞金など

扶助費=生活保護費など社会保障制度の一環としての経費
公債費=借入金の返済などに充てる経費

［
問
い
合
わ
せ
先
］財
政
課

（
６
２
１
）５
０
４
５



2No.900 平成25年4月1日

徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

↙者証など本人確認ができる
書類をご提示ください。ま
た、本人以外や法人の場合は
委任状、借地・借家人の場合
は該当物件の賃貸借契約書・
領収書などが必要です。

同課( 621-5069～5074)

国民年金保険料の前納制度を
ご利用ください
　国民年金保険料の納付には
４月～翌年３月分の保険料を
まとめて先払いする前納制度
があります。平成26年３月分
までの国民年金保険料(年額
177,280円)を前納して納付す
ると3,200円が割引きされま
す。前納は、日本年金機構か
ら送付される国民年金保険料
納付案内書の「前納」用紙を
ご利用ください。納付期限は
４月30日㈫です。

保険年金課( 621ｰ5162)

国民年金保険料の学生納付特
例制度をご存じですか
　学生納付特例制度は、申請
することで、国民年金の保険
料を後払いできる制度です。

市に住民登録のある20歳以
上の学生で学生本人の前年度
の所得が一定額以下の人
　納付が猶予された月から10
年以内であれば、社会人にな
ってから保険料を納めること
(追納)が可能です。申請は毎
年度必要で、平成24年度分の
申請は４月30日㈫までです。

年金手帳、有効期限が記載
された学生証または４月以降
発行の在学証明書(複写可)、
印鑑(ゴム印不可)などを持っ
て、保険年金課11番窓口（市
役所１階　 621-5162）へ。
※代理申請の場合は、委任状
(同居親族の場合は不要)と代
理人の身分証明書(運転免許
証､健康保険証など)が必要。

市税などの納付は便利な口座
振替をご利用ください
　口座振替できるのは①固定
資産税②市･県民税(給与天引
き分を除く)③軽自動車税(同
一名義分は全て対象)④国民
健康保険料⑤後期高齢者医療
保険料⑥市営住宅使用料
です。

預貯金通帳とその印鑑、平
成25年度分の納税(納入)通知
書を持って、振替を希望する
口座のある取り扱い金融機関

（通知書に記載）で手続きを
してください。

① ② ③ 納 税 課 ( 6 2 1 - 
5079)､④⑤保険年金課(  
621-5384)､⑥住宅課( 621-
5286)

就学援助制度の申請を受け付
けます
　小･中学校で必要な費用の
一部を援助します。平成24
年度の受給者もあらためて申
請が必要です。

市内在住の小・中学生の保

護者で、生活保護に準ずる程
度に生活が困窮している人

▶市立学校＝学校で配布さ
れる申請書を５月１日㈬まで
に通学先の学校(小・中学生
両方いる世帯は小学校)へ。
教育委員会での受け付けは行 
いません。また、４月14日㈰ 
10:00～12:00と18日㈭18:00
～20:00に通学先の中学校(小
学生は通学校区の中学校)で
も申請を受け付けます。▶市 
立以外の学校＝支給費目､申請
書が異なるため､通学先の学校
を通じて申請してください｡

各小・中学校、学校教育課
( 621-5414)

眉山魅力アップ計画策定事業
の企画提案募集
　市のシンボルともいえる｢眉 
山｣の魅力アップを図るため、
眉山魅力アップ計画策定事業
の企画提案を募集します。応
募資格など詳しくは、市ＨＰ
をご覧になるか、お問い合わ
せください。

観光課( 621-5232)

子育て安心ステーションの
開館時間を拡大します
　４月１日㈪から、子育て安
心ステーション(アミコビル
５階)の開館時間を9:30～
18:00に変更します。
　これに伴い、託児サービス 
の利用時間も10:00～12:00、
13:30～17:00(１回につき２
時間以内、週１回の利用を限
度)に変わります。

子育て安心ステーション
( 654-4460)

休日に市税・住宅使用料の納
付窓口を開設します

４月14日㈰、28日㈰各日
8:30～12:00 市役所１階正
面玄関入口コーナー 市税 
(固定資産税など)や住宅使用
料の納付や納付相談(電話相
談も可)ができる臨時窓口を
開設
※納付書がなくても納付でき
ます。当日は市役所東側駐車
場(ＪＲ線路沿い)をご利用く
ださい。

納税課( 621-5077､5078)、
住宅課( 621-5286)

４月の休日窓口
７日㈰8:30～17:00/14日

㈰、28日㈰各日8:30～12:00 
(※通常の第２・４日曜日の開
設に加え、７日は住民異動の
多い時期のため臨時窓口を
開設します）

市役所１階 住民異動 
届、住民票･戸籍謄抄本の 
交付、印鑑登録など

さわやか窓口相談室(
621-5039）

４月は固定資産税･都市計画
税の第１期分の納期月です

納期限は4月30日㈫

　

妊
娠
中
や
出
産
後
は
、体
調
不
良

や
、育
児
に
対
す
る
不
安
や
疲
れ
な

ど
を
感
じ
や
す
く
、家
事
や
育
児
が

困
難
に
な
り
が
ち
な
時
期
で
す
。

　

そ
こ
で
、徳
島
市
で
は
４
月
１
日

か
ら
産
前
産
後
の
一
定
期
間
に
、家

事
や
育
児
を
援
助
し
て
く
れ
る
人
が 

い
な
い
妊
産
婦
な
ど
が
、徳
島
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
実
施
す
る 

家
事
・
育
児
支
援
サ 

ー
ビ
ス
を
気
軽
に
受 

け
ら
れ
る
「
産
前
・ 

産
後
家
事
育
児
支
援

事
業（
マ
マ
に
安
心
ヘ

ル
プ
事
業
）」を
開
始

し
ま
す
。

［
対
象
者
］
市
内
に 

在
住
し
、産
前
２
カ 

月
か
ら
産
後
６
カ
月 

ま
で
の
期
間
に
、他 

に
援
助
、協
力
で
き 

る
人
が
家
庭
内
に
い
な
い
妊
産
婦
。

な
お
、家
族
と
同
居
し
て
い
る
場
合

で
も
、昼
間
に
家
族
が
仕
事
な
ど
で

不
在
と
な
る
場
合
な
ど
に
は
、対
象

と
な
り
ま
す
。

［
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
］

▼
家
事
援
助
＝
食
事
の
準
備
や
後
片

付
け
、衣
類
の
洗
濯
・
補
修
、居
室 

な
ど
の
清
掃
・
整
理
整
頓
、生
活
必

需
品
の
買
い
物 

（
徒
歩
ま
た
は
自

転
車
圏
内
）な
ど

▼
育
児
援
助
＝
授 

乳
、お
む
つ
交
換
、 

沐
浴（
も
く
よ
く
）補
助
な
ど

※
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
居
宅
に
必
ず

利
用
者
が
い
る
時
に
限
り
ま
す
。

［
利
用
対
象
期
間
］出
産
予
定
日
の 

２
カ
月
前
か
ら
産
後
６
カ
月
ま
で

［
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
間
］１
回
の
利
用

に
つ
き
２
時
間
以
内
、５
回
ま
で
利

用
可

利
用
時
間
帯
は
原
則
９
時
～
17
時 

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）。

［
費
用
］１
回
５
０
０
円

［
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
者
］徳
島
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

［
申
し
込
み
方
法
］出
産
予
定
日
の
３

カ
月
前
か
ら
利
用
希
望
日
の
２
週
間 

前
ま
で
に
、市
役
所
南
館
２
階
子
育

て
支
援
課
に
あ
る
事
業
適
用
申
請
書 

（
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
子
育
て

支
援
課（
〒
７
７
０
ー
８
５
７
１　

幸
町
２
ー
５
）へ
。

■申請から利用までの流れ
事業適用申請書の提出 
申請時には母子健康手帳などが必要です。 
郵送でも受け付けます。

市より審査通知送付 
事業適用承認通知書と利用補助券を送付します。

徳島市シルバー人材センターへ電話 
サービス内容の詳細、日程などの打ち合わせを行って
ください。

サービス利用開始 
訪問したシルバー人材センターの会員に利用補助券
と利用料（５００円）をお渡しください。

保健センター「きっかけ運動教室（５月～７月）」の
参加者を募集します
　運動不足でおなか回りが気になる人や運動 
方法がわからない人など、運動習慣のない人 
を対象に、５～７月にふれあい健康館１階 
ホールで行う「きっかけ運動教室」（右表）の 
参加者を募集します。健康づくりのきっかけ 
として参加してみませんか。
［内容］血圧測定、講話、運動（有酸素運動や 
筋力トレーニング、ストレッチ体操など）
［定員］各５０人（抽選）　［参加費］無料
［準備物］運動しやすい服装、タオル、水分補給用飲料、運動靴
［申し込み方法］往復はがきに①住所②名前③生年月日④電話番号⑤希望教室名を書いて、 
４月１２日㈮（当日消印有効）までに、保健センター（〒770－8053 沖浜東２－１６）へ。必要
事項の記入がない場合は抽選対象外となります。
■「きっかけ運動教室」を体験してみませんか

　月曜コースは４月８日㈪、水曜コースは４月10日㈬のそれぞれ9:45までに直接会場ま 
でお越しください。内容や対象者、準備物などは上記の「きっかけ運動教室」と同じで 
す。申し込みは不要ですが、参加者が多数の場合は見学していただくこともあります。
［問い合わせ先］保健センター（ 656ー0534）

微小粒子状物質(ＰＭ2.5)に
ご注意ください
　微小粒子状物質（ＰＭ2.5）とは、大気中に浮遊す
る粒径2.5μm（マイクロメートル）以下の特に小さ 
な粒子状物質です。
　粒径が非常に小さい（髪の毛の太さの30分の１）
ため、肺の奥深くまで入りやすく、健康への影響が 
懸念されています。
　国は、健康への影響が出現する可能性が高くなる
と予測される濃度水準として、注意喚起のための暫 
定的な指針値（1日平均70μg/㎥）を示しました。
　県は、この指針値を超える可能性があると判断し 
た場合に注意喚起を行います。注意喚起が実施され
たら▷不要不急の外出や、屋外での長時間の運動を 
減らす（呼吸器系や循環器系疾患のある人、子ども、 
高齢者においては体調に応じてより慎重に行動す 
ることが望ましい）▷屋内でも換気や窓の開閉を必 
要最小限にする などを行動の目安としてくださ
い。
　ただし、指針値を超過しても、全ての人に必ず健 
康被害が生じるというものではありません。
　なお、市内では徳島保健所(新蔵町３)で常時測定
しており、測定値は県ホームページや県庁コールセ 
ンター（ 621ー2500）で確認できます。
［問い合わせ先］環境保全課（ 621ー5213）
※測定値や注意喚起情報などに関する問い合わせ
は、徳島県環境管理課（ 621ー2274）へ。

教室名 月曜コース 水曜コース

実施日
５月１３日～７月２２日 
の毎週月曜

５月１５日～７月１７日 
の毎週水曜

ただし、祝日とホールが使用できない日は除く
時　間 １０：００　～　１１：３０

対象者

６５歳以上 
（昭和２４年４月１日 

以前に生まれた人）
２０～６４歳

・医師から運動制限を受けていない市民 
・平成２４年度にふれあい健康館１階ホー
ルで実施した月・水曜日の体操教室参加者
は申し込みできません。

[

問
い
合
わ
せ
先]
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徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

火対象物の正当な管理権を有
する人(管理権原者)や防火管理 
上必要な業務を遂行すること
ができる管理的･監督的な地 
位にある人など 100人程度 
(先着) 3,000円(テキスト代)

所定の申込書とテキスト代
を添えて、４月８日㈪～19日
㈮に、直接消防局３階予防課
( 656-1193)、または西消防
署(庄町１　 631-0119)へ。
電話・ファクスでの申し込み
は不可。

とくしまブランドアグリ体験
スクール

５月～
平成26年
３月(全11
回) 漁業
体験、農
作物の作付けから収穫、加工 
体験など 市内在住で１年を 
通して参加できる小学生を含 
む家族20組(抽選) １人 
年間3,500円(保険料を含む)

はがきまたはファクスに｢ア
グリ体験参加希望｣と明記し、
〈住所/代表者の名前/参加者
全員の名前・年齢/電話番号/
メールアドレス〉を書いて、
４月15日㈪(必着)までに、農林 
水産課(〒770-8571　幸町2-5 

621-5246　 621-5196)へ

催　 し

サークルふれ愛まつり
４月13日㈯、14日㈰10:30 

～ 中央公民館 日本舞踊、
新舞踊、民踊などの発表や竹
人形、和紙ちぎり絵、水墨画
などの作品展示(体験コーナ 
ーあり)。13日はお茶会､14日
は囲碁なども実施。

同館( 625-1900)

おしらせ

徳島県東部地区の小児救急
医療体制が変わります
　４月１日㈪から、徳島県東

部地区の小児救急医療体制が
次のとおり変更になります。
▶22:30～翌日8:30は、県立 
中央病院のみでの診療▶日曜
日9:00～17:00は、徳島市夜
間休日急病診療所のみでの診
療▶紹介患者や救急搬送患者
については、県立中央病院で
24時間受け入れ

保健センター( 656-0529)

徳島県からの権限移譲により
事務を受け入れます
　４月１日㈪から次の事務を
実施します。
▶簡易専用水道の改善の指
示、給水停止命令、報告の徴
収や立ち入り検査＝環境保全 
課( 621-5213)▶社会福祉法 
人の定款の認可、報告徴収、
検査、業務停止命令など＝保 
健福祉政策課( 621-5563)▶ 
育成医療の支給認定など＝障 
害福祉課( 621-5513)▶未熟 
児養育医療の支給認定など＝
保健センター( 656-0532)

行財政経営課( 621-5113)

平成25年度ふるさと融資事業
を募集します
　活力と魅力ある地域づくり
を推進するため、地域振興や
雇用促進につながる民間事業
活動に対し、設備投資に必要 
な資金の35％までを無利子
で融資します(貸付限度額は
２億円)。
　対象事業には▶公益性など
の観点から実施される▶５人
以上の新規雇用者が見込まれ
る▶用地取得費を除いた設備 
投資総額が2,500万円以上 

などの条件があります。
４月26日㈮までに、企画政

策課( 621-5085)

弁天橋（潜水橋）の歩道部分
が通行止めになっています
　弁天橋(潜水橋)の歩道部分
(不動東町５～北矢三町二)の
橋脚に損傷があることが判明
したため、現在通行止めにな

っています(車道部分は通行
可)。通行再開の時期につい
ては未定です｡
　ご迷惑をおかけしますが､
ご協力をお願いします｡

道路維持課( 621-5339)

はり・きゅう・マッサージ施
術費の割引券を交付します

徳島市国民健康保険に加入
している保険料完納世帯の人
　１回につき800円の割引券
を年間で36枚(１カ月に３枚
以内)を限度に交付します。
利用できるのは市指定の施術
所です。
　なお、年度途中で後期高齢
者医療被保険者になる人は、
その対象となる日(①75歳の
誕生日当日②65歳以上で一定 
の障害があり、認定を受けた
日)の前日まで使用できます。

保険証と印鑑(代理人の場
合は代理人の印鑑も)を持っ
て、保険年金課７番窓口(市
役所１階　 621-5159)へ

75歳以上の人にマッサージ費
の割引券を交付します
　75歳以上になる年度から、
１回につき800円の割引券を
年間で12枚(１カ月に１枚ま
で)を限度に交付します。

市に住民登録のある75歳以
上の市民

印鑑と本人確認書類(代理
人の場合は代理人の印鑑も)
を持って、介護・ながいき課
16番窓口(市役所南館１階　

621-5176)へ

固定資産税の縦覧は本人確認
書類が必要です
　平成25年度固定資産税の評
価額を確認できます。

４月30日㈫まで(土･日･祝
日を除く)8:30～17:00 資産
税課(市役所２階) 納税義務
者本人のほか、同居の親族、
委任を受けた代理人など
※縦覧時には納税通知書、運
転免許証、健康保険被保険↗ 

募　 集

市政ネットモニター
　インターネットを使って、
市政についてのアンケートに 
お答えいただく｢徳島市市政 
ネットモニター｣を募集しま
す。任期は、５月１日～平成
26年３月31日です。

市政に関心をお持ちで、次
の条件を全て満たす人▶市内
に在住・在勤・在学する18歳
以上の人▶本市の議会議員お
よび職員でない人▶インター
ネットによるホームページの
閲覧およびメール機能を日本
語で利用できる人（携帯電話
による利用を除く） 100人

（応募多数の場合は選考）
４月22日㈪までに、市ＨＰ

「電子申請」からお申し込み
ください。※モニターが使用 
する機器や通信費用などはモ
ニター本人の負担｡任期終了 
後、回答実績のある人に1,000 
円分の図書カードを進呈｡

広報広聴課( 621-5091)

女性センター情報誌編集委員・
フェスティバルあい実行委員
▶情報誌｢シンフォニー｣編集
委員＝男女共同参画情報誌 
(10月発行)の取材や記事作成
など(月２回程度開催)▶｢フェ 
スティバルあい｣実行委員＝ 
男女共同参画の啓発イベント 

（11～12月開催）の企画・ 
運営、ポスター・記録集の作 
成 など（ 月 1 回 程 度 開 催 ）

はがき､ファクス､封書で 
〈希望する委員/住所/名前
/年齢/電話番号〉を書いて､ 
４月17日㈬(必着)までに､
女性センター(〒770-0834  
元町1-24  アミコビル４階   

624-2611 624-2612)
へ。｢シンフォニー ｣ 編 集 委 
員希望の人は､男女共同参画
社会の実現に必要と思うこと
を400～800字程度にまとめ
て提出してください。

ガラス製赤ちゃん誕生記念品
４月14日㈰、28日㈰各日 

９:00～12:00 徳島ガラスス 
タジオ(勝占町中須) ガラス
製の足形や手形を制作 足形
３カ月児～/手形１歳児～

各10人(先着) １個4,000
～5,000円

同スタジオ（ 669-1195）

応急手当の実技講習会
４月21日㈰13:00～16:00
西消防署(庄町１) 人工呼 

吸法、胸骨圧迫、ＡＥＤ(自 
動体外式除細動器)の取り扱 
いなど

西消防署( 631-0119)、
東消防署( 656-1195)

とくしま植物園の各教室
市内在住・在勤・在学の人

▶サタデー☆サンデーシャド
ーボックス教室＝ ４月27日
㈯13:00～15:00 四季を楽し 
むシャドーボックス ９人 
(抽選) 2,000円(材料費込み)
▶わくわく自然教室＝ ５月
４日㈷13:00～16:00 シュロ
の葉っぱでバッタを作ろう
20人(抽選) 200円(材料費、
保険料込み)

はがきに〈教室名/住所/名
前(わくわく自然教室は参加 
者全員の名前と年齢)/電話番
号〉を書いて、４月10日㈬ 
(必着)までに、とくしま植物 
園緑の相談所(〒771-4267 
渋野町入道45-1　 636-
3131)へ★電子申請可

甲・乙種防火管理講習
５月９日㈭、10日㈮(乙種 

は９日のみ)各日9:50～16:30 
(受け付けは9:15～) 市役所
13階大会議室 市内にある防

徳島市地震・津波対策行動計画
(案)への意見を募集します
　市では「徳島市市民参加基本条例」に基づき、市 
民の皆さんから広く意見を求める「パブリックコメ 
ント手続」を行っています。同手続により、次の計 
画についての意見を募集します。
■徳島市地震・津波対策行動計画
　同計画は、南海トラフ巨大地震などに備え、地震 
防災・減災対策を計画的かつ着実に推進することに 
より、被害を最小限に抑止し、「安心とくしま」の 
実現のため新たに策定するものです。同計画案は危
機管理課(市役所７階)、情報公開総合窓口（市役所
10階）、各支所、市ホームページで閲覧できます。

［募集期間］４月16日㈫まで
［提出方法］直接または郵送、ファクスで、危機管理
課(〒770－8571　幸町２－５  621－5527　
625－2820)へ。市ホームページ「電子申請」からも
提出可。

日帰り人間ドック・脳ドック受
診費用の一部を助成します

受診項目
日帰り人間ドック 脳ドック
婦人科

検診あり
婦人科

検診なし 前期 後期

定員(抽選) 400人 700人 600人 400人
自己負担 12,200円 10,400円  6,100円

受診期間 7月1日㈪～12月20日㈮ 6月1日㈯～
10月31日㈭

11月1日㈮～ 
平成26年3月31日㈪

受付期間 4月8日㈪～30日㈫ 9月9日㈪～ 
30日㈪

［対象］申請時に30歳以上75歳未満で、徳島市 
国民健康保険に１年以上加入し、保険料を完 
納している世帯の人(ただし、脳ドックは平成 
24年度に受診された人は申請できません)
※受診医療機関はお問い合わせいただくか､市
ホームページをご覧ください｡

［申し込み方法］保険証を持って、直接保険年 
金課７番窓口(市役所１階　 621－5159)へ。
電話での申し込みは不可。

地域公共交通会議の
委員を募集します
　地域のニーズに応じたバスなどの移動手
段の確保と利便性向上のため、地域の実情
に即したバス運行の態様や運賃などについ
て協議する「地域公共交通会議」の委員を
募集します。

［募集人数］２人程度（応募書類により選考）
［応募資格］市内在住の20歳以上の人
［申し込み方法］地域交通課（市役所６階）
にある所定の申込書（市ホームページから
もダウンロード可）に必要事項を記入の 
上、「徳島市内の路線バスの利便性向上に
ついて」をテーマとした小論文（800字程
度）を添えて、４月15日㈪までに、郵送ま
たは直接、地域交通課（〒770－8571　幸
町２－５　 621－5535）へ。市ホームペ
ージ「電子申請」からも申し込み可。
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　農業の基礎知識と野菜などの栽培基礎技術を持つ「市民 
ファーマー」の育成を目的に開講する講座の受講生を募集します。
［対象］次のいずれかに該当する人▷徳島市、または徳島東部地 
域（小松島市、勝浦町、上勝町、佐那河内村、石井町、神山 
町、松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町）に在住または 
勤務し、農業に関心が高く、農業就労に強い意 
欲があり、小規模以上の農業を開始したい65歳 
までの人▷退職を控えた人や帰農した市民など 
で基礎的な農業技術を学びたい人
［開講期間］５月～平成26年３月
［内容］▷農業基礎学習の講義６回程度（隔月第１水曜日18:30 
～20:00。徳島市農村環境改善センター）▷野菜栽培技術の実 
習20回程度（原則第１・第３土曜日で平日の場合もあり。市内 
の実習農場）　［定員］10人（選考）
［年間受講料］15,000円（小農具経費を除く）
［申し込み方法］農林水産課（市役所３階）にある所定の用紙で 
４月12日㈮（必着）までに、農林水産課（ 621－5246）へ。

市民ファーマー育成講座受講生を募集

　

平
成
25
年
度

の
徳
島
市
観
光

宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー

(

左
写
真)

が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ポ
ス
タ

ー
は
、
昨
年
11

月
、
徳
島
市
観

光
大
使
に
就
任

し
た
徳
島
市
出

身
の
漫
画
家
・
柴
門
ふ
み
さ
ん
に
、 

ポ
ス
タ
ー
の
テ
ー
マ
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
企
画
を
含
め
制
作
を
依
頼
し
た

も
の
で
す
。

　
「
徳
島
え
え
ん
じ
ょ
～
」
を
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、本
市
の
伝
統
芸
能 

で
あ
る
阿
波
お
ど
り
を
中
心
に
、お

ど
り
だ
け
で
な
い
徳
島
の“
え
え
と

こ
”を
観
光
客
が
巡
り
紹
介
す
る
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

柴
門
さ
ん
は
、「
徳
島
市
と
い
え 

ば
阿
波
お
ど
り
。で
も
、そ
れ
以
外 

に
も
見
ど
こ
ろ
食
べ
ど
こ
ろ
が
充
実

し
て
い
て
、１
年
を
通
し
て
徳
島
に

観
光
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と

思
い
を
込
め
て
制
作
し
ま
し
た
」と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、Ｂ
１
と
Ｂ
３
サ
イ
ズ
各

１
０
０
０
枚
作
成
し
、全
国
の
Ｊ
Ｒ

各
駅
や
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、

県
内
外
の
旅
行
会
社
や
観
光
・
宿
泊 

施
設
な
ど
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

 ［
問
い
合
わ
せ
先
］観
光
課
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３
２

　とくしま植物園では、市民の皆さんに花と 
緑のある生活の大切さ、素晴らしさを感じて 
もらうため「第33回花と緑の広場」を開催し 
ます。
［とき］４月13日㈯・14日㈰10:00～16:00
［ところ］とくしま植物園（渋野町入道）
［内容］■13・14日とも【10:00～】▷花苗、苗木、
おもと、地元農産物、たい肥などの展示即売▷庭
園展示

【10:10～】「緑の募金」コーナー（募金いただいた人に花鉢・苗木を配布）の整理券配布 
（先着300人・花苗などの配布は11：00～）【10:30～】▷園芸相談▷体験講座（ミニ園芸、
雑草いけばな、ドライフラワーアレンジメント）▷ふれあい竹工作教室▷環境に関する展示 

（沖洲海浜楽しむ会活動写真展など）・販売（エコショップ）・体験（竹を使ったストラップ
づくりなど）コーナー▷花と緑の広場クイズラリー▷受講生作品展示会▷軽食コーナー（う
どん、たこ焼き、ポン菓子、わたがしなど）【12:00～】グリーンたい肥の無料配布（各日300
袋）【13:00～】「緑の募金」コーナー整理券配布（先着100人・花鉢の配布は14：00～） 

【14：30～】グリーンたい肥の無料配布（200袋）
■13日のみ【11:30～】オカリナ「あわのかぜ」ミニコンサート【12:30～】家族ｄｅふれあい「た
けのこ掘り」＝12:00受け付け開始（小・中学生とその家族対象、定員あり、雨天の場合は14
日に実施。成育状況により変更・中止する場合があります）【13:00～】金管アンサンブル「ベル
カントブラス」ミニコンサート
■14日のみ【11:00～】▷庭園人気投票（投票した人先着500人に花苗プレゼント）▷徳島大
学ジャグリング部「ジャグあわ～ず」ステージショー【11:30～・13:30～（２回）】松のせん定
講習会【13:00～】▷ネイチャーゲーム教室in花と緑の広場（定員あり・雨天時は室内で開催）
▷徳島大学ジャグリング部「ジャグあわ～ず」ステージショー
※時間・内容は変更になる場合があります。
［問い合わせ先］公園緑地課（ 621－5295）、とくしま植物園緑の相談所（ 636－ 
3131）

4/13＆14　とくしま植物園で「花と緑の広場」を開催

徳島城博物館
春のイベント

　花見太鼓
［とき］４月７日㈰13：30 ～
［ところ］旧徳島城表御殿庭園（雨 
天時は博物館ロビー）
［出演］和太鼓
「藍吹雪」
「津田まつり
太鼓」の皆さ
ん
　花の茶会
［とき］４月14日㈰10：00 ～ 15：00
［ところ］徳島城博物館和室
［内容］武者小路千家官休会による 
お茶会　［参加費］茶券500円
［入館料］大人300円、高校・大学生
200円、中学生以下無料

　参加者募集！
「阿波銘茶紀行～日本茶品種～」
［とき］５月６日(振休)13：30～16：00
［内容］▷日本茶品種の由来と歴史な
どについての解説▷５種の聞茶▷急
須の使い方を解説（お使いの急須を
お持ちいただくと適する茶種を紹介
します）
［講師］黒橋由加里さん（日本茶イン
ストラクターリーダー）
［定員］40人（抽選）　
［参加費］無料（入館料が必要）
［申し込み方法］往復はがきに「阿波
銘茶紀行参加希望」と明記の上、住
所、名前、電話番号、返信宛名を書
い て、４ 月26日 ㈮（ 必 着 ）ま で に、 
徳島城博物館（〒770ー0851　徳島 
町城内１ー８）へ。
［問い合わせ先］徳島城博物館（
656 ー 2525）

観光大使・柴門ふみさん原画の
新しい観光ポスターが完成しました！

徳島東部地域
定住自立圏

　

徳
島
城
博
物
館
で
、春
の
企
画 

展「
蜂
須
賀
家
売
立
目
録
の
世 

界
」を
４
月
13
日
㈯
～
６
月
９
日 

㈰
、開
催
し
ま
す
。

　

昭
和
８
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ 

た「
蜂
須
賀
家
御
蔵
品
入
札
」
の 

際
に
刊
行
さ
れ
た
入
札
目
録「
蜂 

須
賀
家
売
立
目
録
」（
写
真
）。

　

こ
の
目
録
に
は
、か
つ
て
蜂
須
賀

家
で
所
有
し
て
い
た
大
名
道
具
や 

美
術
品
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
が 

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、売
立
目 

録
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
と
、同
館 

所
蔵
の
実
作
品
を
並
べ
て
展
示
す 

る
こ
と
に
よ
り
、美
術
品
の
伝
来 

や
売
立
入
札
に
よ
る
移
動
、さ
ら 

に
時
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
て
き 

た
美
を
眺
め
る
た
の
し
さ
に
つ
い 

て
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
館 

く
だ
さ
い
。

［
展
示
解
説
］４
月
20
日
㈯
、５
月 

25
日
㈯
13
時
30
分
～
14
時
30
分

［
開
館
時
間
］９
時
30
分
～
17
時

［
休
館
日
］毎
週
月
曜
日（
４
月
29 

日
と
５
月
６
日
は
開
館
）、
４
月 

30
日
、５
月
７
日

 ［
問
い
合
わ
せ
先
］徳
島
城
博
物
館

 
 

（
６
５
６
）２
５
２
５

　

徳
島
市
で
は
、地
球
温
暖
化
対
策

に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
を

推
進
す
る
た
め
、次
の
と
お
り「
緑 

の
カ
ー
テ
ン
栽
培
講
座
」を
開
催
し

ま
す
。

 

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
し
く
み
や
つ
る 

性
植
物
の
育
て
方
に
つ
い
て
学
び
、

こ
と
し
の
夏
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
者
に
は
、ゴ
ー
ヤ
の
苗
２
本

と「
緑
の
カ
ー
テ
ン
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ

ク
」を
差
し
上
げ
ま
す
。

［
と
き
］４
月
26
日
㈮
14
時
～
15
時
30

分

［
と
こ
ろ
］ふ
れ
あ
い
健
康
館
２
階
第

２
会
議
室

［
対
象
］市
内
在
住
の
人（
た
だ
し
、 

今
回
初
め
て
こ
の
講
座
に
申
し
込
み

を
さ
れ
る
人
に
限
り
ま
す
）

［
講
師
］生
田
誠
治
さ
ん（
園
芸
研
究

家
）

［
内
容
］緑
の
カ
ー
テ
ン（
つ
る
性
植

物
）の
育
て
方
に
つ
い
て

［
定
員
］80
人（
先
着
）

［
申
し
込
み
方
法
］は
が
き
ま
た
は
フ 

ァ
ク
ス
で
、
講
座
名
、
住
所
、
名 

前
、電
話
番
号
を
記
入
し
、４
月
12 

日
㈮
ま
で
に
、環
境
保
全
課〈
〒
７ 

７
０
ー
８
５
７
１　

幸
町
２
ー
５　

（
６
２
１
）５
２
１
０
〉へ
。

 ［
問
い
合
わ
せ
先
］環
境
保
全
課

 
 

（
６
２
１
）５
２
１
３

緑
の
カ
ー
テ
ン
栽
培
講
座
を
開
催

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
暑
い
夏
を
涼
し
く
快
適
に
！

４
/
13
～
６/
９
　
徳
島
城
博
物
館
春
の
企
画
展

「
蜂
須
賀
家
売
立
目
録
の
世
界
」を
開
催 25 1
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